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関
西
電
力
大
飯
原
発
の
再
稼
働
決
定
に
対
し
て
、

国
民
的
な
反
対
運
動
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
各
地
で

様
々
な
デ
モ
が
行
な
わ
れ
、
二
十
二
日
夕
方
に
は
、

四
万
五
千
人
が
首
相
官
邸
を
包
み
ま
し
た
。 

こ
の
間
、
杉
並
で
も
脱
原
発
デ
モ
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
が
、「
再
稼
働
反
対
」「
脱
原
発
」
の
世
論
は
日

本
全
国
各
地
に
急
速
に
拡
が
っ
て
い
ま
す
。 

二
十
九
日
夕
方
に
も
、
官
邸
前
抗
議
行
動
の
呼
び

か
け
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
私
も
参
加
を
予
定
し
て

い
ま
す
。 

六
月
二
十
四
日
（
日
）
に
は
、
野

田
首
相
の
地
元
、
千
葉
県
船
橋
市
で

も
、
杉
並
区
や
中
野
区
で
デ
モ
を
繰

り
広
げ
て
い
る
市
民
ら
と
の
共
同
で

「
野
田
退
治
デ
モ
！
再
稼
働
は
ダ
メ

な
ノ
ダ
」
と
い
う
デ
モ
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。 

こ
の
間
の
杉
並
区
の
創
意
溢
れ
る

取
り
組
み
は
、
各
地
に
波
及
し
て
い

ま
す
。

船
橋
市
在
住
の
日
本
共
産
党 

志
位
和
夫
委
員
長
も
参
加
（
右
）

官邸周辺は、４５０００人の参加者が詰めかけ、「再稼

働反対」「原発なくせ」の声が響きわたった。 

「
黄
色
い
物
を
身
に
付
け
、

総
武
線
で
デ
モ
に
参
加
し
よ

う
」
と
の
呼
び
か
け
が
あ
り
、

西
船
橋
駅
は
参
加
者
で
溢
れ

か
え
っ
た
（
左
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杉
並
区
の
高
齢
者
施
策
で
「
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
」
を
ご

存
知
で
す
か
？ 

高
齢
者
の
急
な
発
作
な
ど
急
病
時
に
自
宅
に
設
置
し
た

通
報
機
や
ペ
ン
ダ
ン
ト
型
の
ブ
ザ
ー
を
押
す
こ
と
で
委
託

業
者
の
受
信
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
が
届
き
、
救
急
車
の
呼
び
出

し
や
現
場
派
遣
員
が
駆
け
つ
け
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。 

対
象
者
は
六
十
五
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
な
ど
の
高

齢
者
世
帯
で
、
発
作
な
ど
を
と
も
な
う
慢
性
疾
患
が
あ
る
な

ど
、
常
時
注
意
を
要
す
る
方
な
ど
で
す
。 

サ
ー
ビ
ス
料
金
は
所
得
に
応
じ
て
変
わ
り
ま
す
が
、
最
大

で
も
月
額
六
六
〇
円
と
手
ご
ろ
な
価
格
で
す
。 

現
在
、
杉
並
区
内
で
は
約
七
〇
〇
人
が
利
用
し
て
い
る
そ

う
で
す
。
日
頃
か
ら
、
一
人
に
な
り
が
ち
な
ご
高
齢
の
方
は
、

ご
利
用
を
考
え
て
み
て
は
い
か
か
で
し
ょ
う
か
。 

 

対象者 ◇６５歳以上の一人暮らしの高

齢者、高齢者のみ世帯などで心臓病などの

慢性疾患による発作に常に注意を要する

方。日中に一人になる方なども、状況に応

じてサービスを受けられます。 
 

サービス内容 ◇家庭内で緊急事態にな

ったとき、胸にかけたペンダントのボタン

を押すか、室内に設置したセンサーが作動

することにより、緊急通報が行なわれる。
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六
月
二
十
七
日
昼
頃
、
区
内
公
園
で
応
急
救
命
活
動
を
行
な
い
ま
し
た
。 

公
園
近
所
で
街
頭
演
説
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
子
連
れ
の
母
親
か
ら
「
公
園

内
で
男
性
が
倒
れ
た
」
と
声
を
か
け
ら
れ
、
現
場
に
急
行
。
五
十
代
～
六
十
代

と
思
わ
れ
る
会
社
員
風
の
男
性
が
倒
れ
て
お
り
、
声
を
掛
け
る
も
全
く
反
応
は

無
く
、
心
肺
停
止
状
態
に
。
周
り
の
方
に
一
一
九
番
通
報
と
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
の
手
配
を
要
請
し
、
そ
の
間
、
胸
骨
圧
迫
に
よ
る
心
臓
マ

ッ
サ
ー
ジ
を
実
施
し
ま
し
た
。 

公
園
周
辺
に
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で

の
十
数
分
間
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
続
け
ま
し
た
。 

救
急
隊
が
到
着
し
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
も
届
け
ら
れ
、
た
だ
ち
に
使
用
。
男
性
は
病
院

に
搬
送
さ
れ
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
、
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。 

日
頃
か
ら
、
消
防
団
な
ど
の
活
動
を
通
じ
て
、
救
命
救
急
の
訓
練
を
し
て
い

た
た
め
、
今
回
の
よ
う
な
緊
急
時
へ
の
対
応
が
出
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
命
を

救
え
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
す
ぐ
に
使
用
出
来
な
か
っ
た
こ
と

は
、
何
よ
り
も
悔
や
ま
れ
ま
す
。
掛
け
替
え
の
な
い
生
命
を
守
る
た
め
に
も
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
促
進
と
、
日
頃
か
ら
の
訓
練
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

首
に
掛
け
て
携
帯
で
き
る
ペ
ン

ダ
ン
ト
型
ブ
ザ
ー 

ＣＰＲ（心肺蘇生法）の意義 
 

人間の脳は２分以内に心肺蘇生が開

始された場合の救命率は９０％程度

ですが、４分では５０％、５分では２

５％程度となります。 

救急隊到着までの数分間に「現場に居

合わせた人（市民救助者）によるＣＰ

Ｒが行なわれるかどうかが、救命率に

大きく左右します。 

いざ、という時に備えて日頃の訓練

が大切です。先日、地域のイベントで

は、消防団による心肺蘇生・ＡＥＤ体

験コーナーが行なわれました。 
救
命
・
防
災
指
導
に
あ
た
る

消
防
団
員
（
第
三
分
団
） 


